
 学級閉鎖のために延期となった４年生の科学体験教

室が、１８日（木）に行われました。夢と学びの科学体

験館のプラネタリウムでは、刈谷市の星空を見たり、星

の動きを確認したりしました。また、ラボでは、空気の

力と磁石の力を利用したもの作りを体験しました。「科

学の不思議」を楽しく学ぶことができました。 

 １年生が、秋みつけで集めたどんぐりなどの木の実を

使って、松ぼっくりのけん玉やどんぐり迷路などのおも

ちゃをつくりをしました。そして、１９日（金）には、

いつもお世話になっている６年生を招待して、おもちゃ

まつりを行いました。１年生の説明を聞いて６年生が優

しく声をかけながら遊ぶ姿はとても微笑ましく、１年生もとてもうれしそうでした。 

 ５～１０組の子たちが、畑で育てたダイコンを使って

味噌汁づくりを行いました。ダイコンとニンジンの色に

ちなんで「紅白味噌汁」です。野菜を洗って包丁でいち

ょう切りにしたり、味噌を溶いて入れたりと、みんなで

仕事を分担して協力してつくることができました。その

後は、みんなでおいしく試食しました。 

 １日から１９日までの間、６年生による「ぴかぽかボ

ランティア」が行われました。朝の会が始まる前の時間

や長放課、昼放課に、６年生の大勢の有志が落ち葉掃き

や側溝掃除などに取り組んでくれました。学校のために

自ら進んで行動する姿は大変頼もしく、うれしく思いま

した。そんな６年生の姿を見た下級生たちも、自分たち

が６年生になったときには参加しようと思ってくれたのではないかと思います。 

 保健室前には、養護教諭お手製の目（視力）に関する

参加型の掲示がされています。テレビやスマホなどを見

るときに必要な距離が分かる眼鏡やリボンを目でたどる

ゲームがある中で、１番人気は「キョロタッチ」。１か

ら２０までの数字をタッチするタイムトライアルで、多

くの子がチャレンジしています。冬休み中、電子機器を

使う機会が増えると思いますが、適度に目を休めたり目の運動をしたりすることで、視力の低下

を防げるようにご協力ください。 
２学期も、保護者の皆様、地域の方々に支えられ、無事に学校活動を終えることができました。

ありがとうございました。３学期もよろしくお願いいたします。よい年をお迎えください。 

 


